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産
さん

業
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は、皆
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違
い

背
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せず」

とは、これなり。

　　（御書新版１７１８ページ・御書全集１２９５ページ）

そのようにおられることこそが、法
華経を昼夜にわたり修行されている
ことになるのです。くれぐれもよく心

こころ

得
え
なさい。
日々の出

しゅっ
仕
し
を法華経の修行であると

思いなさい。「あらゆる一般世間の生
活を支える営

いとな
み、なりわいは、全

すべ
て

実
じっそう
相（妙法）と相反することはない」

と説
と
かれているのは、このことです。

信心根
こんぽん
本に前進の夏を！

みなさん、こんにちは。サンです！　暑さに負け
ず、今月も御書を学んでいこう！
　今回学ぶ「檀

だんおつぼう
越某御

ご
返
へん
事
じ
」は、１２７８年（弘安

元年）４月、日蓮大聖人が身
み
延
のぶ
で認
したた
められ、ある檀

越（在家の有力門下）に与えたとされるお手紙です。
　「御みやづかい」とは主君に仕

つか
えることで、現代

では、仕事をすることに当たります。いかなる状況
にあっても、主君に仕えることを法華経の修行と捉

とら

え、現実社会で信心根
こんぽん
本に勝利の結果を示していく

よう教えられています。
　生活の場がそのまま仏道修行の舞

ぶ
台
たい
であり、信心

の力
ちから
を発

はっ
揮
き
できる場だからこそ、題目をあげて目の

前の課題を乗り越えていく。学会ではこの「信心即
生活」の考え方を大事にしています。
　私たち未来部にとっては、学校での勉強や部活、
人間関係など、いろいろな場面が「御みやづかい」
に当たるね。
　あるメンバーは、中学生の頃、部活の先輩と仲が

悪くなり、嫌
いや
がらせを受けるようになったの。次第

に「何をやっても無
む だ
駄だ」と弱気になって、家族と

続けていた唱題ができなくなったんだ。
　そんな時、お父さんから「大変な時こそ題目をあげ
よう」と励まされて、〝今の自分を変えたい〟と、再び
唱題に挑戦。すると、ネガティブだった思考が「何事
にも挑戦してみよう」とポジティブに変わっていった。
　その後、勇気を出して先輩に素直な思いをぶつけ
ると、先輩は「君の気持ちを理解できていなかった。
話してくれてありがとう」と言ってくれ、再び仲良
くなることができたんだ。彼は、「題目をあげて勇気
の行動を起こす実

じっせん
践が大切だと学びました」と話し

てくれたよ。
　池田先生はつづっています。「『信心』は即『生活』
であり、『仏法』は即『社会』なのです。また仏法は
勝負です。一番、真面目に信心をし抜いた人が、最
後は必ず勝つのです」
　題目根本に挑戦への勇気を出して、一歩前進の夏
にしていこう！


